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山本一清先生と｢天文講演会｣の想い出 
 宮 島 一 彦（中之島科学研究所/同志社大学） 

  
 花山天文台の初代台長であり、東亜天

文学会(OAA)を創始して多くのアマチ

ュア及び専門の天文家を育てた山本一

清 (やまもとかずきよ )先生 (1889 ∼
1959)に、直接お目にかかったことのあ

る人も、めっきり少なくなりました。お

亡くなりになってから、もうすぐ57年に

なろうとしているのですから。 
｢お会いしたことがある｣からといっ

て、何も自分が偉いわけではない、単に

年を食っているにすぎないのですが、つ

い自慢顔にそう言ったら、柴田・現台長

から想い出を書くよう、依頼されました。

ホイホイ引き受けたものの、考えて見れ

ば、当時小学生∼中学生だった筆者にと

っては、先生は雲の上の存在で、想い出

というほどの話題はないことに気付き、

ハタと困ってしまいました。 
 当時、毎月第3土曜日に、大阪市西区の｢四つ橋｣のたもとにあった市立電

気科学館で、天文講演会が開かれていました。これにほとんど毎月欠かさ

ず出席して、先生のご講演を聴いていたのです。 
 今では埋め立てられてしまいましたが、かつては東西の長堀川、南北の

西横堀川がここで交差し、4つの橋が架かっていたことからこの地名があり、

小西来山(盤水?) の「涼しさに四ツ橋を四つ渡りけり」の句碑が今も残りま

す。 
 電気科学館には日本で最も古いプラネタリウムがあり、関西の天文教育

の中心になっていましたが、戦前、ここにプラネタリウムを導入するのに

尽力したのも山本先生でした。最初の上演の時は、先生自らが星の解説を

されたということです。図2は1989年閉館後に筆者が撮影した大阪市立電気

科学館です。プラネタリウムは6階で、屋上に半球状の天井が突き出ている

が、この写真のアングルでは見えません。 

図 1.山本先生のインタビュー記事 
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ほんの数百メートル西の地下鉄｢西大橋｣駅近くには、江戸時代の天文学

者・間長涯(重富)らが天体観測をした場所を

示す大阪市建立の石碑がありますから、天文

学にゆかりの深い地ということができます。 
 
 
その後、東京にも同じツァイス製のプラネ

タリウムが設けられましたが、そちらが戦災

で失われたのに対し、電気科学館のプラネタ

リウムは戦災でも生き残り、1989年5月に閉

館して、同年中に開館した中之島の市立科学

館の新しいプラネタリウムに役目を引き継

ぐまで、活躍しました。もっとも筆者は、プ

ラネタリウムの上演は、そう多くは見ていま

せん。 
 筆者が天文学に興味を持ったのは満5歳のとき、『月世界旅行』(新潮社、

1951)という本を買ってもらったのがきっかけ、ということになっていま

す・・そんな昔のことははっきりわかりません。小学1年生の時に野尻抱影

『天体と宇宙』(偕成社、1953)の名文に接して、病みつきになりました。も

っと天文学について知りたくて仕方がありませんでしたが、家が貧しく、

書物を買ってもらえません。それで父は、たぶん夕刊の文化欄で見つけた

のでしょう、聴講無料の天文講演会に連れて行ってくれたのです。 
 初めて出席した日(1954年
10月16日)は、同館天文部の佐

伯恒夫先生の天文ニュースの

紹介で、｢ミラが連星であるこ

とが判明した｣という話題で

した。佐伯先生の、くじら座

オミクロン星/赤色巨星/脈動

変光星というミラに関する予

備知識的解説は『天体と宇宙』

で知っていることでしたから、

父も安心して、その後ずっと

連れて行ってくれるようにな

ったのです。 
図3.天文講演会の出席簿。10月16日

のところに筆者と父の名前が見える 

図 2.かつての大阪市立電気科学館 
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 市立科学館に当時の出席簿が残っているのを、1997年に同館の加藤賢一

さんから見せていただきました。それによると、この講演会は筆者が参加

する前の月(9月)の18日に始まったばかりでした。たまたま台風の来襲に遭

ったためか、出席者は館関係の3人の他は5人にすぎません。講演は佐伯先

生の｢火星の新学説｣とあるだけで、山本先生のお名前は見えません。筆者

が参加した第2回には演題の記載がありません。出席者は28人ほどですが、

その後は50人くらいのこともしばしばあり、当時の会場だった5階の講義室

はほぼ満席でした。ときどき山本先生に代わってゲストスピーカーによる

講演があり、特に山本先生の愛弟子であった宮本正太郎先生の講演のとき

は、現役の人気教授だけに、さらに学生の聴講者が加わりました。 
 通常は佐伯先生の天文ニュースの紹介と山本先生のご講演の二本立ての

形でしたが、前後関係はたぶん山本先生のご予定によって、入れ替わるこ

とがありました。先生が遅れてこられるときは、会場の後ろの入り口から、

コツコツコツと固くてテンポの速い靴音が聞こえて来て、それとわかるの

でした。 
 山本先生のご講演テーマは｢宇宙の七不思議｣(1955年12月18日)といっ

た魅惑的なものや、｢電波による天文学｣(1954.12.18)｢恒星の内部を探る｣

(1955.3.19) な ど 最 先 端 の 天 体 物 理 学 か ら ｢ ア ラ ビ ア の 天 文 学 ｣

(1958/9/20,10/18,11/15)のような天文学史まで、広い範囲にわたりました。

｢アラビアの天文学｣については「天文学に於け

る モ ス リ ム の 伝 統 」 と い う タ イ ト ル で

H.J.J.Winter氏(先生はヰンタと表記)の論文の

翻訳をOAAの機関紙『天界』の同年11月号に掲

載しておられます。イスラムの天文学・科学の

天文学史・科学史における重要性をこのころす

でに認識しておられたことは先生の見識の高さ

を示しています。先生は天体物理学がご専門で

すが、戦前出版された｢図説天文講座｣の第8巻
『東西天文学史』(恒星社・厚生閣、1937)の編

者でもあり、自ら｢日本天文学史｣の章を執筆し

ておられます。ちなみに｢東洋天文学史｣の執筆

は能田忠亮先生、｢西洋天文学史｣は荒木俊馬先

生です。筆者が天文学史研究の道に進んだのも、

山本先生の影響なしとしません。 
 1956年に買ってもらった山本先生の『天体の

神秘』(ポプ社、1955.12.31)は、内容のレベル

は前記『天体と宇宙』と同程度ですが、後者と

は違った視点や、もう少しフレッシュな話題も

図4.『天体の神秘』の 

先生のサイン。 
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含まれ、文体も野尻先生と一味違っていました。父はこの本に、先生のサ

インをもらって来い、と言います。気の小さい筆者にとっては心臓が止ま

りそうな思いでしたが、講演の合間に、右側の演者席に行ってお願いする

と、先生は｢はっはっはっはっ｣と笑われて、｢ペンを｣というように手を差

し出されました。そんな用意はしていなかったので、どぎまぎして立ちす

くんでしまいましたが、隣に座っていた長谷川一郎先生(山本先生の愛弟子

で、いつも先生のそばにいて身辺に気を配っておられました)が、御自分の

万年筆をさっと貸してくださり、事なきを得ました。サインをし終わった

先生は、筆者が席に戻ってもなお、｢はっはっはっはっ｣と笑い続けておら

れました。 
 始めのころは、講演の開始から迫力のある口調で話されましたが、のち

には、低い調子で話し始め、次第に熱がこもってくるというスタイルに変

わりました。筆者の経験では、後者のような話し方は、体調が悪いとか、

疲れているときに多いのです。前記｢アラビアの天文学(3)｣のご講演の後、

11月20日ころから先生は胃腸の不調を訴えられ、最後となった12月20日の

ご講演の時には既に病状が相当進んでいたのだそうです。演題は｢四分儀座

流星雨｣で、1月4日前後にピークを迎えることに因んだ話題です。今ではペ

ルセウス座群・ふたご座群と並ぶ3大流星群としておなじみですが、当時は

一部の人にしか知られていませんでした。また、かつてりゅう座の一角に

そのような星座があったことも、筆者はこの時初めて知りました。

 
 
 
そして、翌1959年1月17日の夕刊で、先生の訃報(16日逝去)に接したので

した。筆者にとって、4年生の時の同級生に次いで、身近な人の死に接した

経験であり、大きな衝撃でした。中学1年生のことです。その筆者も、今や

先生の享年と同じ年齢に達しました。 
 山本先生の想い出というより、自分自身についての想い出になってしま

いましたが、筆をすすめるにつれ、先生の興味深いご講演に幼い胸をとき

めかせ、その情熱的な語り口に心を熱くしたあの頃の記憶が、懐かしくよ

みがえってくるのです。 

図5.山本先生の死亡記事。読売新聞。 
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国際光年  日本国内天文企画   

 いっせーの星(せい)! 星の光を集めよう！ 

                   JAAA 茶木恵子 

～すばるチャレンジ～  星を見て、報告しよう。！ 

2015 年 10 月 10 日(土)～12 日（月祝） 
 
 今年は国際ひかり年です。「光学の父」と呼ばれる、イブン・アル＝ハイ

サムの「光学の書」から 1000年、フレネルの波動説から 200年、アインシ

ュタインが一般相対性理論を発表してから 100 年・・・などなど、天文学

にとっても節目の年です。この『光の年』を記念して、日本中で一斉に宇

宙の光を集める企画を実施しております。 

 JAAA(日本天文愛好者連絡会)では、日本中で一斉に天体観望し、その望

遠鏡、双眼鏡、参加者の瞳などの集光力を合計して、ハワイのすばる望遠

鏡の集光力と競おう！という、IYL（国際光年）天文盛り上げ企画を実施致

します。御協力・ご賛同可能な方は、是非、拡散や、観望会実施、ご報告

をお願い致します。楽しく天文やりましょう＼(^o^)／ 

 方法は至って簡単！10/10～10/12 に星を見たら、下記に御報告下さい。 
理想（目標）天体はアンドロメダ銀河ですが、他の天体でも構いません。 
②メールでの報告は以下を参考にして、こちらのメールアドレスまでお願

いします。      iyl_japan＠yahoo.co.jp 

報告内容 

①観測地：（都道府県・市町村名のみで可） 

②報告者：氏名・ハンドルネーム 

     （ハンドルネームは原則公開、氏名は原則非公開。） 

③人数 ：（多人数の場合、厳密でなくても OKです。） 

④使用機器 望遠鏡：口径〇〇ｍｍ 屈折・反射 

      双眼鏡：口径○○ｍｍ〇倍 

      カメラで撮影：レンズの焦点距離○mm+撮影時のＦ値    

          肉眼だけも OK です。目は立派な光学機器です！  

⑤観察天体：何を見たか？（例：アンドロメダ銀河。フォーマルハウト他） 

 

詳しくはこちら↓ いっせーの星（せい)！で検索願います。 
  http://blogs.yahoo.co.jp/iyl_japan 
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最新画像 

「ニューホライズン

ズ」の冥王星最接近か

ら 15分後に撮影され

た画像、幅は 380km

黒く15凍った山々や窒

素の氷河、低く幾重に

もたなびく「もや」な

どが見えている。 

http://www.astroart

s.co.jp/news/2015/0

9/18pluto/index-j.s

html 



月相の変化 上図の１の位置（新月、月相０）
から５の位置（満月、月相14）を経由して、
再び新月に至る
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第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室  

 黒河宏企（花山星空ネットワーク） 

  
昨年、一昨年と、2 年続いて天候に恵まれなかったので、今年こそはと

祈っていましたが、その甲斐あって、第 9 回は三日共晴天に恵まれて、3
年前の第 6 回に次いで、2 番目に良い天候条件に恵まれた天体観測教室と

なりました。 
この二泊三日の天体観測教室のねらいは、子ども達をきれいな自然に

恵まれた飛騨天文台とその周辺に案内して、「自分の目で本物の自然を観

察して、感動する」機会を提供することです。ややもするとコンピュー

ターゲームなどのバーチャルな世界にはまり込みがちな子供達に、（１）

大自然の中の居心地の良さを感じて欲しい、自然観察の楽しさを見付け

て欲しい、更にその中から、（２）きれいな自然を守りたいと思う子や、

自然科学への夢を見付けてくれる子が出て欲しい、という思いがありま

す。 

 
 第 9回子ども飛騨天文台で見ることのできた満天の星空と天の川 

       （2015年 8 月 8日仲谷善一氏撮影） 

好天に恵まれたお蔭で、初日の夜には、満天の星座教室と天の川の観察、

65cm 屈折望遠鏡による土星のスケッチ。二日目の午前は、ソーラープロジ
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第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室 

ェクターの工作とそれによる太陽観測。午後は、太陽磁場望遠鏡とドーム

レス太陽望遠鏡など世界第一級の望遠鏡見学と太陽黒点・紅炎のスケッチ。

夜は、65cm 屈折望遠鏡による環状星雲 M57 の観察。三日目は、乗鞍岳富

士見岳登山と畳平お花畑での高山植物スケッチ、という具合に、ほぼ予定

通りの活動ができました。 
企画の目的がどの程度達せられたかは、すぐに判るものでもありません

が、子ども達が書いた感想文からは、それぞれに色々な驚きや感動を見付

けてくれたことが、読み取れますので、少なくとも上に挙げた狙い（１）

は伝わったのではないかと思われます。これらの感動を今後折に触れて思

い出して、次の（２）に進む子供が出て来て欲しいものです。そうなれば、

更に、（３）その子たちが、そのまた次の世代へその思いを伝えてくれるの

ではないか、という期待も膨らみます。 
この教室では、子ども達が携帯電話やスマホは勿論のこと、デジカメも

持ってきては行けないことにしています。豊かな自然を体全体で感じて、

自分の目でしっかり見たものを、学習ノートにスケッチし、感想を書き込

んでもらうためです。学習ノートは、家に帰って更に書き足して完成した

ものを、星空ネットワーク事務局に送ってもらうようにお願いしていまし

たが、約 3 分の２の参加者がそうしてくれました。この中から 7 人のスケ

ッチや感想文を選んで以下に掲載していますが、子ども達がそれぞれに

色々な感動を見つけてくれたこと、保護者の方々も楽しんで頂けたことを

読み取って頂けるかと思います。 
昨年 12 月の子どもゆめ基金への助成金申請から始まって、4 月からの宣

伝活動、7 月の保護者説明会開催などを経て、今年もお陰さまで、参加者全

員元気で活動を終えることが出来ました。指導者、引率者、保護者、京大

理附属天文台、近畿日本ツーリスト大津支店、（独）国立青少年教育振興機

構、京都市子ども土曜塾など、多くの方々に大変お世話になりました。最

後になりましたが、厚くお礼を申し上げます。  

    
土星       環状星雲 M57    藤原智仁君（小学 5 年生）の 

冠野聡太君（中学 1 年生）のスケッチ          スケッチ（乗鞍畳平お花畑で）                      
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たくさん友達ができました 

 山本佳歩（光華小学校５年） 

  
高山観光で、初日、宇津江四十八滝で水がすごく飛んできました。 

音が大きかった。水がとても冷たくて、気持ちよかった。きれいだった。

めずらしい生物も生息している。アブ・あめんぼ、最後の段階で、手より

大きなカエルやオニヤンマと遊びました。とちゅうで、つかれすぎて泣き

そうになりました(笑)。京都とはちがい、自然あふれる所でした。 
１日目の土星も、びっくりするほどきれいでした。 

２日目やっぱりすごかったのは太陽です。プロミネンスを見たり、スペク

トルをみたり、太陽黒点を見た時、すごくすごくびっくりしました。 

 
この３日間で、たくさん友達ができました。宇津江四十八滝や、飛騨天文

台、そしてのりくらだけにも、もう一度いって、次はもっと発見するため

にこのツアーに参加したいと思っています。安達先生、黒河先生、前田先

生、ありがとうございました。 
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第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室 

    

星は生き物だと分かった 

 豊岡かのん（長岡第五小学校５年） 
  

宇津江四十八滝で、ほうの木の葉は「ほうばみそ」に利用されると知っ

た。 
☆１日目の夜には、いて座、はくちょう座、こと座、わし座、ペガサス座、

カシオペア座、さそり座、てんびん座、うしかい座、へびつかい座、へ

び座、やぎ座、いるか座など、良く見えた。 
☆65cmくっせつ望遠鏡で、土星のわや、土星のえいせいがはっきり見えた。

こんなきれいな星空を見れてうれしかった。 

 
☆こと座のリング星雲 M57 は、星の最後のじょうきょうで、いずれ太陽も

こうなることが分かった。星は生き物だと分かった。 
☆太陽の中心温度は 1500 万度で、表面でも 6000 度になる。この熱さは水

素が 4 つかたまってヘリウムに変わることからおこると聞いたけど、き

ぼが大きすぎて想像できなかった 
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初めてづくしの観測に興奮 

 吉田亮平（大津市立粟津中学校 2年） 

  
僕は一昨年にもこの教室に参加していて、今回は２回目でした。しかし、

前回は天気が悪く、太陽以外全く星は見えませんでした。１番楽しみにし

ていたことなので、その時はとても残念でした。さらに、そのせいで乗鞍

岳にも登れていませんでした。だから、今回は２年分の感動を味わってや

ろうという意気込みで楽しみにしていました。 
 １日目に高山駅に着いた時は良い天気でしたが、山の近くに雲が少し見

えていたので、夜が少し心配でした。それでも夜はきれいに晴れて、空に

は数え切れない程の星が浮かんでいました。幾つも流れ星を見たのは初め

てで、さらにいるか座や、や座、かい座などの暗い星座を見つけたのも初

めてでした。そもそも今まで満天の星空を見たことすらありませんでした。

初めてづくしの観測は興奮と感動のしすぎで今もドキドキしています。 
            

           
65cm屈折望遠鏡でみた土星 

 
土星やこと座のリング星雲も見られました。ずっと行きたかった乗鞍岳に

も登れました。念願だったことが幾つも果たせて嬉しかったです。 
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第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室 

 

        
60cm反射望遠鏡 

 
Ｈα太陽像と黒点の拡大（SMRT望遠鏡） 

        

先生が、今までの中でも特に良い天気だとおっしゃっていて、今年の運

を使い果たしたのではと思う程、運が良かったなと思いました。 
 今回は、この教室を隅々まで満喫できましたが、それでも飛騨天文台で

また星を見たいと思いました。来年もこの教室に参加したいです。 
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集団生活の難しさも学ぶことができました 

 小島まり（黄檗学園 8年） 

  
ソーラープロジェクターによる観測は、２人で協力してつくったのが、

すごく楽しかった。ねじをまわしたりとかも、たのしかったし、自分が作

った観測器で観測できたことが嬉しかった。太陽像を入れるのは、むずか

しかったけど、きれいに入った。黒点とかも見えて、びっくりした。 
見学の順は、60cm→SMART（一番面白い）→DST 
太陽のプロミネンスとかを見ることができて楽しかったし、黒点が実はた

くさんあったことが分かった。 

 
 
天文台は、この世界に欠かせないもの。DST のドップラート効果とかが、

けっこう難しかった。 
この２泊３日の教室を終え、たくさんのことを学びました。星、太陽に

関することはもちろん、集団生活の難しさも学ぶことができました。 
アジア最大の望遠鏡とかも見れ、とても勉強になったし、思い出にもなり

ました。たくさんの新発見がありました。この、発見を今後に生かしてい

きたいと思います。 
生活の面でも、新しい発見がありました。みんな初めての人だから、た

くさんのことを話してしまいます。でも、それはダメだから、気をつけよ

うとしましたが、むりでした。だから、次からは、がまんしようと思います。 
３日間で、たくさんの友達ができたので、来年もきて、みんなと会いた

いです。 
本当にたくさんのことを学んで、楽しむことができたので、良い教室だ

ったと思います。 
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どこを見回しても星、星、星 

 伊藤 昂（奈良工業高等専門学校 1年） 
 

  
この「子ども飛騨天文台天体観測教室」に参加したのは、始めは自分の

意思ではありませんでした。ある日、いきなり電話で母から提案された

ものでした。それに、元々僕は天体にさほど興味があるわけでもありま

せんでした。でも、この教室に行けば京都大学の天体観測施設や飛騨の

大自然も見て回れるとのことだったので、楽しみにしていました。 
 ８月８日土曜日の高山行の特急「ワイドビューひだ２５号」に乗って

いる時は、周りの子とこれから３日間楽しく過ごせるのか、と思ってい

ました。その時は、全く誰とも話せず、ただ景色を見ながら時間が過ぎ

るのを待っていました。でも長七についてからの夕食から、だんだんみ

んなとも打ち解け合ってわいわい楽しく３日間を過ごせました。 
 一日目の一番初めのイベントは宇津江四十八滝での自然を体感する

ことでした。午後の四十八滝は、涼しく、様々な滝を見ることができ、

ホオの木や唐松も見れて楽しかったです。夜には、飛騨天文台の屋上か

らは、今までに見たことのない星空がありました。どこを見回しても星、

星、星で、天の川も人工衛星も見えました。一生忘れられない夜空でし

た。さらに 65cm 屈折望遠鏡で、土星をくっきりと見れてうれしかった

です。二日目では、一日中、天文台にいれて、自作のソーラープロジェ

クターでの太陽観測、ＳＭＡＲＴ望遠鏡、60cm 反射望遠鏡、ドームレ

ス太陽望遠鏡を見て回れました。僕はそこで、ある目的に合わせて、そ

れ専用の望遠鏡を作るのだな、と感じました。夜は再び 65cm 屈折望遠

鏡で M57 星雲も見ました。最終日、朝早くから乗鞍岳の富士見岳に登

りました。初めて 3000ｍ近い山に登って、空気のうすさと雲の上の世

界を体感しました。 この３日間で初めて体験することがいくつもあり

ました。それで多分、この教室に参加していなかったら、飛騨に行く事

も無かっただろうし、満天の星空を見ることも無かったと思います。ス

タッフのみなさん、ありがとうございました。 
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「天文」と「自然」の素晴らしさに感激しました 

         森田 豊 （四天王寺羽曳丘高等学校） 

  
はじめに 

 １昨年、昨年に続いて、私は引率者の一人として、三回目の参加をさせ

て頂きました。最初の 2 回は天候に恵まれませんでしたが、今回は初めて

好天に恵まれまして、子ども達と共に、大いに楽しませて頂きました。活

動内容の概要を、私の感想も含めて、以下に報告させていただきます。 
参加者の内訳は、女子小学生３名、男子小学生５名、女子中学生１名、 

男子中学生１０名、女子高校生１名、男子高校生２名、保護者３名でした。 
地域的には、京都府、滋賀県、兵庫県、愛知県、岐阜県から参加がありました。 
 

第 1 日目：８月８日（土）                               

８：１０ 京都駅に集合・出発 
 京都駅正面改札口前に集合し、点呼、諸注意、切符配布、ネームプレー

ト配布、見送りの保護者に別れを告げ、８：３４発ワイドビューひだ２５

号で、飛騨高山へ出発した。車内は例年になく友達になるのが早く、盛り

上がっていた。途中列車内で昼食をすませ、１２：１５飛騨高山駅に到着。 
 
１３：１５ 宇津江四十八滝到着 
 バスで、宇津江四十八滝へ。山道の遊歩道を上り滝を見ながら山頂の平

地まで行った。黒河先生、安達先生の説明を熱心にメモする子どももいた。

川の水の冷たさ、森を抜けてきた風の涼しさに、町中では感じることがで

きない体験をしました。 

 

23



第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室 

 
１６：００ 民宿「長七」到着・自己紹介・入浴・夕食 

 子どもたちは、自己紹介でお互いにすぐに仲良くなった。部屋割り、荷物

整理、学習ノートの書き込み、入浴など夕食までの短い時間を子どもたち

は、有効に使っていた。 

 
       自己紹介               夕食 

１９：１５ 飛騨天文台に到着 

 夕食後、バスで、飛騨天文台に行くと、満天の星に感動した。東洋一の

６５ｃｍ屈折望遠鏡での、土星の観望で改めてリングの美しさに感激した。

６５ｃｍ屈折望遠鏡で一番驚いたのは、鏡筒の長さ、二番目に驚いたのは、

床が上下でき、接眼レンズの位置まで、「目」を持って行けること！！ 
 屋上に上がり、暖かいコンクリートの床に寝転がり、満天の星空と天の

川、時たま流れる流星の美しさに心奪われ、感激した。外気の冷たさは、

床のコンクリートの暖かさで和らぎ、いつまでも観察しておきたく思った。 

 
飛騨天文台研究棟の屋上から見た     65ｃｍ屈折望遠鏡で土星の観望 

満天の星空と天の川（仲谷さん撮影） 

 

２日目：８月９日（日） 

６：００ 起床・朝食後 飛騨天文台に出発 

 朝起きてまず気になるのが、「天気」、晴れ！！！ 
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８：１５ 飛騨天文台に到着・太陽の授業・ソーラープロジェクターの 

組み立て 

 黒河先生の授業「恵みの太陽と怖い太陽」を画像を見ながら講義を聞い

た。子ども達は熱心にメモを取っていた。次にソーラープロジェクターの

組み立てを行った。組み立て終了後、ソーラープロジェクターを屋上に運

び、太陽観測を開始した。黒点のスケッチと太陽直径分の移動時間測定を

行った。 

 
     太陽の講義         ソーラープロジェクターの組み立て 

  
        ソーラープロジェクターで太陽の観測 

 
ソーラープロジェクターで投影した太陽像       観測結果のまとめ   
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第 9 回こども飛騨天文台天体観測教室 

 
１３：００ 太陽観測・飛騨天文台施設見学 

  昼食後、三つのグループに分かれ、飛騨天文台施設見学を行った。ドー

ムレス望遠鏡、太陽磁場活動望遠鏡SMART、60cm反射望遠鏡を見学した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
SMART望遠鏡で見た黒点と紅炎をスケッチ 

 
ドームレス太陽望遠鏡垂直分光器室     水平分光器室でスペクトルの学習 

 
   SMART 望遠鏡の前で記念撮影     ドームレス望遠鏡の前で記念撮影 

１９：１５ 夕食後再び飛騨天文台に上がり、６５ｃｍ屈折望遠鏡で 

こと座環状星雲Ｍ５７を観望 

 曇り空であったので、安達先生の講義で、惑星や冥王星の話を聞いた。

その後、晴れ間が出て、６５ｃｍ屈折望遠鏡でこと座環状星雲Ｍ５７を観

望できた。見えた瞬間、「きれい！！」と感激の声がわき起こった。 

黒点の拡大

 

紅炎の拡大
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３日目：８月１０日（月） 
５：３０ 起床・朝食後 乗鞍岳に向けて出発 
  朝起きて、まず気になるのが「天気」、晴れ！！安心した。 
 
８：３０ 乗鞍岳畳平に到着 
 畳平に近づくにつれて、気圧が下がり、ポテトチップスの袋がパンパン
に膨らんだ。森林限界を過ぎると、樹木がなくなり、草本植物が主流にな
り、火成岩が露出してきた。畳平は 2702m の標高で、気温は低く、残雪も
あった。平地での猛暑が嘘のようであった。2812m の富士見岳に登った。
富士見岳頂上からは富士山は、あいにくの雲で見えなかった。富士見岳を
降り、お花畑の遊歩道を高山植物を観察しながら歩いた。高山植物の種類
を調べ、スケッチした。 

 
富士見岳頂上（2817m）で剣ケ峰（3026m）をバックに 

 
１２：３０ 飛騨高山に到着・グループで昼食・飛騨高山を観光 
  小学生、中学生、高校生のグループで相談して、昼食を食べた。中学生
男子のグループは、地元の中華料理店で「高山ラーメン」を食べた。昼食
後、旧市街地の古い町並みでお土産を買った。荷物を預けた場所から高山
駅までかなりの距離があったが、遅れることなく集合できた。 
 
１５：３６ 高山駅出発 
  ワイドビューひだ 16 号・36 号は 15:36 定刻に発車した 
三日共、天候に、恵まれ、「天文」と「自然」の素晴らしさに感激しました。 
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この自然を次の世代につないで行きたい 
 

 山本久美子（保護者：向日市） 

  
２~３日前から、高山の天気予報を見る度、“午後からの傘マーク”に娘が

「え~っ」と言うので、「『晴れ女だからきっと大丈夫』」と、笑いながら持

ち物の準備に取りかかりました。娘より参加意欲があったのは事実です。 
素晴らしい好天気のおかげで、宇津江四十八滝でも、滝から離れると暑

いくらい････。地元の方が「例年より水が少ない。」と仰っていましたが、

色々な表情の滝と森林浴で心が癒され、可愛い植物と懐かしい飛ぶ宝石オ

ニヤンマやあめんぼたちに久しぶりに出合えた喜びが大きいです。又、清

水が太陽の光を反射して、崖の高い位置までキラキラ光っている光景は今

でも脳裏に焼きついています。至福の時間でした。幼少の頃から、ギリシ

ャ神話や古代からの伝承のものがたりや伝記に親しみ、毎日空を見上げて

いますが、今回、天体や宇宙についての「本物」の学習に取り組めたこと

で、更に知識が深まった事がとても有難いです。より深い知識と観測を含

む色々な体験が見事に融合し、宇宙への好奇心が更に深まりました。 
土星はカルマを表す星だと学んだことがありましたが、実際に見た土星

は、美しくて、「行けるなら行ってみたい！」とさえ思ってしまいました。

太陽の黒点観測も本当に興味深く、色々な望遠鏡のおかげで、こんなに素

晴らしい体験をさせて頂いているという事実に、ただただ感謝しておりま

す。多大な恵みをふり注いでくれている太陽の恐い一面もリアルに想像で

きたことも（魂と同じで荒御魂と和御魂がある事も）改めて“畏敬”と“畏怖”
の念を呼びさましてくれました。宇宙の中で生活させて頂いている人間の

エゴについても今一度考えさせられました。 
乗鞍岳と富士見岳登山も、天気に恵まれ、素晴らしいパノラマを見れた

ことを嬉しく思います。高山植物も、小さな虫たちも美しく、この自然を

次の世代につないでいく事が１人ひとりの大切な課題であると思いました。

色々な植物との対話をもっと楽しみたかったです。乗鞍の全てに感動しま

した。 
「子ども飛騨天文台天体観測教室」の名の通り、主役は子どもですが、

正直子ども以上に、私の中の子ども心(インナーチャイルド)は、至福の時間

を過ごせたことで今でも弾んでいます。 
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    Ｈαフィルターを通して見た太陽像 

        乗鞍お花畑で見た色々な花 

       
この素晴らしい教室を企画し、子供や私たちを引率・指導して下さった

黒河理事長さま、安達先生、森田先生、前田先生はじめ天文台で指導に当

たって下さった皆々さまと、乗鞍岳でお世話になった柴田さま、本当に楽

しい時間をありがとうございました。感動を有難うございました。皆様と

の出会いと娘と主人に、それから天の計らいに大感謝です。 
次回は、大人向けのツアーに参加させて頂きたいと思っています！！ 
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星や太陽、山々が深く心に残りました 
 

 金光治子（保護者：京都市） 

  
まず、望遠鏡の大きさに、65cm 屈折望遠鏡の床が上がり、ドームの窓か

ら見ることに、驚きました。土星が光って、輪もカッシーニの間隙まで見

られ、美しかったです。研究棟の屋上からプラネタリウムとは比べられな

い、すばらしい満天の星を、ごろんと寝ころんで見られたこと。屋上がま

だまだあたたかくて心地よく、星々を見ました。安達先生のだじゃれがち

ょっぴりまざり乍らの詳しい解説に、いつもはワイワイと騒がしい子供達

も静かに聞き入り、何の星座ですか？の質問にちゃんと答えているのも、

素敵な時間でした。 
太陽の観測は、私の勉強不足知識不足のため、折角の解説もついていけ

ず理解出来なかったことが多かったです。だから、もっともっと学んでか

ら次も行きたいと思いました。          
宇津江四十八滝は、予想していた以上に長くて美しかったです。朴の葉

も土産で頂いたことがあり、商品は知っていましたが、自然に育っている

のは初めて見て、葉の大きさや木が空に広がり伸びてゆく様は本当に美し

かったです。楽しみの乗鞍、富士見岳の登山、高山植物もたくさん見られ

ました。地元の柴田様の説明も伺えて、本当によかったです。紙面の富士

山も。この 2 泊 3 日は最高でした。子ども観測教室でしたが、大人の私が

本当に楽しませて頂きました。黒河先生、安達先生、森田先生、前田先生、

本当にありがとうございました。うちの子も含めて、楽しくて仕方ないパ

ワフルな子供達のご指導、お世話下さり、大変だったことと思います。別

れ際「来年も行こうな！！」と声をかけ合っていた子供達の心の中に、星

や太陽、山々が深く残るここと思っています。 
深く感謝申し上げます。 
 

追記：京都駅からの帰り道 子供との会話 
母「よくおこられてたなぁ」 
子「先生は自分の色んなことが自分の責任になるからおこってくれてて

ん。旅館も来年から泊まらんといてって言われたら困るからな。」
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 星空川柳 

 髙尾和人(花山星空ネットワーク) 
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冥王星の撮影に挑戦 

    

冥王星の撮影に挑戦 

   山村秀人（NPO花山星空ネットワーク会員） 

 

 

 

 
アメリカの探査機ニューホライズ

ンズが 9 年半をかけて冥王星に達し、

近接撮影に成功し今年の7月NASAか

らその画像が発表され、想像すらでき

なかったその姿を見せてくれました。 
冥王星は、多くの太陽系外縁天体が

発見されて準惑星に分類されるまで

は 9 大惑星の一員でした。太陽から 40
天文単位と最も遠く、月の 2/3 ほど

の小さな惑星（直径 2300km）で 14
～15 等と暗く、大望遠鏡ならまだし

も、私たちが小望遠鏡でその姿を見ることなどとうていできないとあきら

めていました。しかし、今回、探査機が見せてくれた画像は、ぜひとも自

分でもその姿を捉えてみたいという衝動を起こさせてくれました。 
幸いにも、口径 13cm 屈折の小望遠鏡でも、小惑星による恒星食の観測で、

CCD によるムービー撮影

とフレーム蓄積によって

14.5 等星までは何とか捉

えることができることを

確認できていましたので、

現在 14.2 等の冥王星の撮

影は可能であろうと挑戦

してみることにしました。 
 

１．冥王星は今 

冥王星は黄道面から 17°
傾いた軌道面上で長半径

39.5 天文単位、離心率    
0.25 と少しつぶれた楕円の

軌道上を 248 年周期で公転しています。 
*1: http://www.nasa.gov/mission_pages/newhorizons/images/index.html     

図 1.ニューホライズンズが撮影した冥王星
*1 

図 2.冥王星の位置（2015年 9月 11日） 
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1930 年にグランド・トンボーによって発見されてから 85 年目で、やっと

1/3 ほど公転したにすぎません。現在、地球から 32.5 天文単位（48.8 億 km）

の所にあり、光や電波でも 4 時間半もかかる距離です。  
ハッブル宇宙望遠鏡の観測で、表面はメタンや窒素、水の氷で覆われて

いることが分かっていましたが、ニューホライズンズは水の氷でできた

山々や氷河の表面の模様など詳細な画像を送って来ています。              
2015年 9月 11日 19:30頃には真南の地平線上 34°付近の射手座の天の川

の東岸付近を 1 日に 10 秒角ほど南西方向に移動（逆行）しています。 
 

２．冥王星の撮影 

口径 13cm の屈折望遠鏡（f=1000mm）に焦点距離を 1.5 倍に延ばすバロ

ーレンズ取り付けて、1 秒あたり 32 フレームの高感度の CCD カメラで、

128 フレームを蓄積して、その動画をデジタルビデオカメラで記録します。

ビデオキャプチャーで avi ファイルに変換し、動画から 5 枚の静止画にし

て、さらにこれを加算処理しました。最も暗い星で 15.5 等星まで写ってい

ます。冥王星は 2 日間で 20 秒角ほど移動していました。観測中でも 2 時間

ほど隔てると PC のモニター上で少し移動していることが確認できました。 

図 3. 移動する冥王星  2015年 9 月 11 日（19:25:17 JST）, 9月 13 日（20:06:12 JST） 

D=13cm, f=1000mm×1.5Ex, CCD: WAT-910HX, 1/60s×128frame×5 ｺﾏ (反転画像) 
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「金星が欠けている！」 

 
    

「金星が欠けている!」 
 糸永佳代子（花山星空ネットワーク） 

 
ある朝 「明けの明星」を写していて 気がつきました。 

まんまるじゃない・・・ 金星が欠けて写っています。 

 
なんで・・・ 
目が悪くなったのだと思いました。 
欠けたままの写真をフェイスブックに投稿。 
すると、いっぱいのコメントを頂きました。 
勉強不足を知らされる、恥ずかしい投稿となりました。 
 
O さんからは 
    まず 目が悪くなったのでは無いこと、カメラも大丈夫。 
まんまるに写るのなら、カメラが変なこと。まんまる金星は、太陽に近

づいた時だけなので、危険回避のため科学者でも見られないこと。 
まんまる金星 見てみたいです。 
 
T さんからは 
    金星を望遠鏡で見ると、お月さまのように満ち欠けが見えること。 
内合をすぎて 東の空に「明けの明星」として光るときは、下弦の月の

ような形です。 

9月 10日 5時 30分 

京都市南区吉祥院より 

SONY コンパクトデジ 

カメ  Cyber-shot 
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そして、K さんからは 
    100mm50 倍で見ると、すばらしく細い姿でした。 
内合から遠い時期だと、視直径も小さく形もまるくなるので、こちらで

形が分かることはありません。金星の視直径が大きく しかも細く見え

る今なら、丸くなっていない姿で写っていても 不思議ではないと思い

ます。太陽の向こう側に回る外合のときは、金星が内合のときより５倍

以上遠くなるので、金星の軌道も見かけ上  こちら側よりずっと太陽に

近いところを通っていて、丸く小さな金星は見かけ上太陽の すぐ近く、

怖さに これまで見ようと考えたことさえ ありません。 
と、詳しい説明を頂きました。 
 
そしてまた、S 先生からは 
     あまり知られてはいませんが、金星も満ち欠けします。 
まあるい金星が見られるのは珍しい、その時は地球から離れている（外

剛前後）ので小さくなる。実際まんまる Venus は見たことない！まんま

る金星は、太陽に極めて近い時しか見られないことから危険❗ 
400 年前 ガリレオは、初めて望遠鏡を通して欠けた金星を見て、金星

が太陽の周りを回る考えに到りました。地動説の根拠の ひとつとなっ

た重要な発見です。 
と、教えて頂きました。 
 
 などなど、何回にも分けて詳しく 皆さんから教えて頂きました。 
本当に ありがとうございました。 
 
 えっ❗ 金星も欠けるんや・・・は取り消しです。 
そう言えば、以前 グループの方の投稿で、細い細い金星を見せて貰っ

ていたのを思い出しました。その時は感激していたのに、すっかり忘れ

ていたのです。 
ちょっと 恥ずかしい疑問でした。 
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太陽系外惑星系に名前をつけよう 

    

太陽系外惑星系に名前をつけよう 

 茶木恵子（日本天文愛好者連絡会）作花一志（京都情報大学院大学） 

 
宇宙人はいるか？地球のような惑星は存在するか？ 

それを捜し求めることはプロアマを問わず昔からの天文屋の夢でした。か

つてバーナード星やはくちょう座 61番星などが惑星を持っていると考えら

れたこともありました。 
太陽系外惑星の発見は視線速度を測るという非常にオーソドックスな方

法等で行われました。ちょうど 20 年前にぺガスス座 51 番星（G 型）の周

りを約 4 日で公転する木星の

半分の質量を持つ天体が見つ

かったのです（図 1）。質量か

らして恒星ではありえない、

惑星です。その発見者である

マイヨールさんとクロさんは

今年の京都賞受賞に輝き、11
月に京都にこられるはずです。 

主星からの距離は太陽-水
星間の約１／８、したがって

表面は高温になっていると考

えられており、高温の木星の様な惑星という意味でホットジュピターと呼

ばれるようになりました。発見当時、このような巨大惑星の存在は想定さ

れていませんでしたが、その後太陽系外惑星は続々とみつかり、ホットジ

ュピター型はむしろフツウでした。 
2009 年に打ち上げられた NASA のトランジットサーベイ専用のケプラ

ー宇宙望遠鏡によって、既に 1000 個を超えるトランジット惑星が発見され

ています。現在もトランジットサーベイは精力的に続けられており、いく

つもの地上観測グループが日々トランジット惑星の探索を行っています。

トランジットサーベイグループには、アマチュア天文家の方も精力的に参

加しています。 
見つかった太陽系外惑星の数はすでに 2000 個を越え「星を見たら惑星を

もっていると思え」とまで言われています。主星の中には複数個の惑星を

持つ星（図 2）、ポルックスやフォーマルハウトのような 1 等星、またパル

図 1 （15）51Peg 
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サー（図 3）という場合もあります。地球の数倍の質量を有し岩石性表面を

もつスーパーアース（スーパームーンとは全く無関係）も見つかっていま

す。地球外生命、宇宙人と遭える日もそう遠くないかもしれませんね。 
このたび IAU よりそのうちの 20 個の惑星系に固有名をつけようという

提案がなされ、その候補名はすでに挙がっています。そのなかから一般投

票・IAU 審議を経て固有名が決まります。20 個のうちには日本で発見され

たものが 7 個もあり、それらには日本の地名人名にちなむものもたくさん

提案されています。 
IAU 公式サイトの投票ページにて、各団体が提案した名前の由来が紹介

されています。また http://exoplanet.jp/names.html に提案された名前を日

本語で簡単にまとめてあります。 
 
(1) Ain (ε Tauri) (アイン = おうし座イプシロン) 系 （21 件） 
(2) Edasich (ι Draconis) (エダシク = りゅう座イオタ) 系 （9 件） 
(3) Errai (γ Cephei) (エライ = ケフェウス座ガンマ) 系 （4 件） 
(4) Fomalhaut (α Piscis Austrini) (フォーマルハウト = みなみのうお

座アルファ) 系 （16 件） 
(5) Pollux (β Geminorum) (ポルックス = ふたご座ベータ) 系 （18 件） 
(6) εEridani (エリダヌス座イプシロン) 系 （12 件） 
(7) μ Arae (さいだん座ミュー) 系 （7 件） 
(8) τ Bootis (うしかい座タウ) 系 （7 件） 
(9) υ Andromedae (アンドロメダ座ウプシロン) 系 （16 件） 
(10)ξ Aquilae (わし座クシー) 系 （11 件） 
(11) 14 Andromedae (アンドロメダ座 14) 系 （11 件） 
(12) 18 Delphini (いるか座 18) 系 （16 件） 
(13) 42 Draconis (りゅう座 42) 系 （10 件） 
(14) 47 Ursae Majoris (おおぐま座 47) 系 （15 件） 
(15) 51 Pegasi (ペガスス座 51) 系 （11 件） 
(16) 55 Cancri (かに座 55) 系 （14 件） 
(17) HD 81688 (おおぐま座の恒星) 系 （12 件） 
(18) HD 104985 (きりん座の恒星) 系 （10 件） 
(19) HD 149026 (ヘルクレス座の恒星) 系 （5 件） 
(20) PSR 1257+12 (おとめ座のパルサー) 系 （12 件） 
 
皆さんもぜひ投票してみませんか。だれでもインターネット経由で参

加できます。その方法は下記をごらんください。

http://exoplanet.jp/proposal/vote/voting.html#SelectSystem 
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太陽系外惑星系に名前をつけよう 

締め切りは 2015 年 11 月 1 日 8 時 59 分（日本時）です。 
 
日本天文協議会 IAU 太陽系外惑星系命名支援 WG 
天文教育普及研究会太陽系外惑星系命名支援 WG 
 
 

 
 
 
 

図 3 主星はパル

サー 
(20)PSR 1257+12 

図 2  

3 惑星をもつ

(9)υ And 
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月と金星 
 茶木恵子（花山星空ネットワーク） 

 
 

 
 

金星と月（＋地球照） 
2015/9/11 04:49～ 1/50 秒 
Nikkor180mmED+SONYILCE7 
場所：大阪府高槻市 

夜明けの月と金星 
2015/9/11 05:02 1/15 秒 
Canon PowerShotS120 
場所：大阪府高槻市 
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日本天文愛好家ミーティング in京都 開催報告 

 
嶺重慎先生の基調講演 

 

 
柴田一成先生からのご挨拶 

 
IAU シーリュン・チャン 

先生の特別講演

 

 
会場の様子 

    

日本天文愛好者ミーティング in 京都 開催報告 

             JAAA2015 実行委員長 茶木恵子 
  

 6 月 27 日から 28 日の土日にかけて、日本天文愛好者ミーティング in 京

都 (JAAA2015) を、開催致しました。天文愛好者ミーティングは、日本天

文愛好者連絡会（JAAA）によって、毎年開催されている全国大会です。老

若男女、ベテラ

ン・ビギナー、

会員・非会員を

問わず、全国の

天文ファンが集

まり、天文や宇

宙、星空への興味関心、探究を深め、交流を図る大会です。今回は京都大

学理学部との共催で、理学部 401 大講義室を会

場とし、全国 25 都道府県から、130 名以上の参

加がございました。 
 花山天文台台長の柴田教授よりご挨拶を戴い

た後は、京都大学理学部教授、嶺重慎先生によ

る『ブラックホール宇宙の時間』の基調講演で

した。ブラックホール研

究について、１８世紀に

行われた最初の理論的研究から、ブラックホールの

発見、そして銀河と中心ブラックホールの関係など

の現在進行している研究、さらにブラックホールを

見る！作る！という夢まで、様々なトピックを紹介

して戴きました。また、国際天文学連合(IAU) の

シーリュン・チャン先生と国立天文台天文情報

センターの縣秀彦先生による『国際ひかり年・

アマチュアープロ天文学者間のコラボレーショ

ン』の特別講演もございました。今年は国際ひ

かり年ですので、その具体的な取り組みやアマ

チュアへの協力呼びかけなど、短時間に盛りだ

くさんの内容でお話しされました。 
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 今回は『発表しちゃおう！こんなんしてます』というサブタイトルのも

と、ポスター、口頭、合計 41 件の発表がありました。中でも、中学生、高

校生、高専生の発表はいずれも素晴らしく、そのレベルの高さに、参加者

も驚くほどでした。 
1. ハートピア安八ジュニア天文倶楽部 田島怜一

郎さんによる『お盆の様な月の輝きに迫る』は、月

の輝きが縁まで均一の明るさを持つ理由を、身近な

材料を利用し、月表面の粒子を再現することにより、

粒子の乱反射によるものであることを実験的に証

明されていました。実験装置も自作され、再現性に

ついても考察されておられました。 
2. 長野県塩尻市立丘中学校による発表、『太陽の

動きの観測から均時差の原因を探る』～観測と日時

計づくりへの応用～は、太陽の位置観測による南中

時刻の変化を、３つの仮説（地軸の傾き、地球軌道

の中心と太陽の位置のズレ、地球の公転速度の変化）

により観測結果と比較し、理論導出をされていまし

た。 
3. 京都府立城陽高校の発表は『アリスタルコスの

月と太陽の距離比測定を検証する』で、アリスタル

コスの地動説について、当時の観測方法を再現すべ

く観測装置を自作され、観測結果より検証を試みら

れておりました。また、検証結果からアリスタルコ

スの測定誤差の考察もされておられました。 
4. 修道中学高等学校は『手作りプラネタリウム製

作記』プラネタリウムを自作し、9.5 等級までの星

空を再現できるとの紹介をされていました。また、

ドームも自作されたとのことで、種々の工夫につい

ての考察と実機についての説明をされておられま

した。 
5. 国立米子工業高等専門学校科学部は『天文学研

究は小口径望遠鏡でもできる !!』で、10cm クラス

の屈折赤道義を用いた観測機材の紹介および観測

結果を報告されておりました。例として、Hαの画

像による太陽の緯度方向の角速度の違いや局所で

の振動、ハッブルの法則の検証等を紹介されており

ました。 
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日本天文愛好家ミーティング in京都 開催報告 

 
 
 
 
 
 

並んだポスターとポスターセッション 

 
故 比嘉義裕氏の発表 

   奨励賞       作花先生 講演     青木先生 講演 

質疑応答 

なお、中高生＋高専生（高三生まで）の研究発表に対しては、日本天文愛

好者連絡会顧問である、海部宣男先生名の奨励賞が、贈られました。 
 社会人による発表の中には、作花一志先

生による京都ならではの歴史的な天文話

や、青木成一郎先生よる『京都千年天文学

街道』『京大四次元デジタル宇宙シアター』

のご紹介もありました。 
 また、9 月 3 日に急逝された、仙台から

参加の、故 比嘉義裕氏からは、『偉い天文

学者や勤勉なアマチュア天文愛好者は、な

ぜ難しい言葉で宇宙天文を語るのか？』という、天文のみならず、どんな

ジャンルのプレゼンにも役立つ発表がありました。  
 円滑な進行を行う為、質疑応答につい

ては、事前に配られた質問用紙に記入し

て戴き、まとめて、パネルディスカッシ

ョンのような形で行いました。  
 

また、ポスター発表のみの方も

おられたので、ポスターセッシ

ョンを設け、参加者・発表者と

もに、十分にやりとりして戴く

ように致しました。 
各地のお土産も、沢山差し入れ

して下さり、ティータイムの歓

談も盛り上がりました。 人気のため、写真撮影の前になくなってりました。 
ご馳走様でした。ありがとうございました。 
 懇親会は理学部セミナーハウスで行われ、美味しい料理に舌鼓を打ちな

がら、交流を楽しんで戴きました。 
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  懇親会（交流会）        

また、後援団体

や参加者のご提

供下さった天文

関連物品争奪の

じゃんけん大会

も行われ、にぎ

やかな交流会となりました。 
 二日目は JAAA の総会と口頭発表の第３部・第４部が行われ、活動報告

やイベント案内の後、ポスターのみの発表者から、ひとことアピールをし

て戴きました。閉会後集合写真を撮り解散となりました。 
 
その後、希望者対象 エクスカーション（オプシ

ョンツアー）が実施されました。エクスカーショ

ンは、京都大学理学研究科附属花山天文台ツアー

で、京都千年天文学街道の一貫として行われまし

た。梅雨時期で、悪天候が予想されましたが、参

加者の行いが良かったお陰か、運良く太陽も顔を

出し、太陽館のシーロスタットによる、太陽光ス

ペクトル見学もして戴けました。また、本館 45cm
屈折望遠鏡、ザートリウス見学、歴史館見学、4
次元デジタル宇宙シアター（京大スペシャル版）

体験もして戴けました。 
なお、来年は北海道のなよろ天文台での実施とな

ります。 
 また、京大天文台基金やネパール募金への御厚

志、ありがとうございました。この場をお借りし

て、御礼申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
参考 URL： 
http://gala-xy.sakura.ne.jp/JAAA2015/  
http://c-moon.s3.xrea.com/jaaa/ 
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今年は 7 月後半からお盆の頃までよく晴れて、夏らしい夏でした。そ

のお陰で、第 56 回花山天体観望会「土星」（7 月 25 日）も、第 9 回子ど

も飛騨天文台天体観測教室も快晴に恵まれました。特に、「子ども飛騨天

文台天体観測教室」は、このところ 2 年続けて、悪天候に遭遇していま

したので、今年こそはと祈っていましたが、その祈りが通じたのでしょう

か、三日共晴れてホッとしています。本号に掲載されている子ども達や保

護者の方の感想文からも、その時の喜びと感動の様子を読み取って頂ける

と思います。 
さて、舞台は秋へと回わりまして、この会報が皆様のお手元に届く頃に

は、「第 6 回飛騨天文台自然再発見ツアー」（10 月 10 日～12 日）の参加

者の皆さんに、紅葉に染まった奥飛騨の大自然を楽しんで頂いていること

と思います。 
更に秋たけなわの頃から年末にかけて、以下のイベントの開催を予定し

ていますので、こちらにも皆様方の積極的なご参加をお願い致します。 
☆第 58 回花山天体観望会「太陽」：11 月 1 日（日）。 
☆第 15 回花山星空ネットワーク講演会：12 月 12 日（土）。 
 

編集後記 

 
 
 
 
 
 

夏休みにはきれいな星空を眺めに行かれましたか。満天の星々を楽しむこ

とは今や貴重な体験になっていますね。今回は飛騨天体観測教室参加の記事

を多数掲載しました。「あすとろん」は本 NPO の活動を紹介し、また会員

間の理解を深めるために発行されている季刊誌です。さらに内容を充実して

いくために、会員の皆様から天文ニュース、普及活動報告、思い出の星空，

天文書･ソフト、和歌･俳句･川柳、天体写真･イラストなど投稿、また掲載さ

れた記事へのご意見などをお寄せくださるようお願いします。 
原稿締め切り日は 3 の倍数月の 15 日で、投稿に関しては、なるべくテン

プレート(Word)を http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/hosizora/astron.html
からダウンロードして、エディタに書いたテキスト文をそこにコピー貼り付

けして作成してくださるようお願いします。         編集子   



NPO法人花山星空ネットワークへの入会方法
住所・氏名・連絡先電話番号を電子メール または電話でお知らせ下さい。
電子メール：hosizora@kwasan.kyoto-u.ac.jp 電話：075-581-1461。
入会申込書と会費の振込用紙を郵送いたします。

(1) 正会員（一般）・入会金 2,000円 ・年会費 3,000円
（ 学生）・入会金 1,000円 ・年会費 2,000円

(2) 準会員 ・入会金 1,000円 ・年会費 2,000 円
(3) 賛助会員 年額1口以上 （ 1口30,000円 ）

発行人 NPO法人花山星空ネットワーク
〒607-8471  京都市山科区北花山大峰町 京都大学花山天文台内
Tel 075-581-1461 URL http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/hosizora
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〒 604-8431 京都市中京区西ノ京原町15
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